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CPAP療法における
外来診療時のポイント

CPAPは非侵襲的で治療効果が高い治療法であり、現在SAS治療の第一選択と
して選ばれておりますが、CPAP療法は慣れるまでに数カ月かかる場合もあります。
より効果的なCPAP療法のためにも診察時のフォローが大切です。

CPAPは眼鏡と同じで対症療法です。治療をやめてしまうと再び無呼吸が発生
することもあるため、より効果的に治療を行うために患者さんからのヒアリング
と、CPAP装置のデータを確認することをお勧めします。

患者さんからのヒアリング CPAP装置のデータ管理
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患者さんからのヒアリングポイント！

CPAP装置のデータからわかるポイント！

患者さんが治療をより快適に続けていくためには外来診療時のフォローが大切
です。ご不明な点は、弊社までお気軽にご相談ください。

CPAP療法は治療効果の高い治療法ではありますが、マスク装着で不快感や寝苦しさを感じる方が
います。外来診療時にヒアリングすることでアドヒアランスの向上が期待できます。

CPAP療法はご自宅で行う治療のため、使用している様子を確認することは困難です。
外来診療時にデータを確認することで患者さんの感じる問題点を具体化することができます。
以下3点は最低限確認することをお勧めします。

自覚症状の
改善状況

•睡眠の質や時間の変化
•夜間の起きる頻度やトイレの回数などの変化
•日中の眠気の変化
•倦怠感や集中力などの変化

CPAP装置・
マスクの使用感

•CPAP装置の圧力に対する不快感
•起床時の目の充血や鼻・口の乾燥の有無
•マスクや回路内の結露
•マスク跡や皮膚かぶれ、サイズ・フィッティングの違和感

必要性
•合併症の治療経過の変化
•血圧や体重の変化
•CPAP療法の必要性を理解しているか？

AHI
※Apnea Hypopnea Index：
　無呼吸低呼吸指数

AHIは5未満が正常値ですが、最初は短時間でも良いので、
できるだけ連日使用し、マスクと機器からの送気圧に慣れることが
必要であるといわれています。＊2

使用時間 4時間以上の使用で血圧、主観的な眠気の改善がみられたという
研究結果があります。＊3,4

リーク
推奨値はありませんが、ラージリーク※が1時間以上発生している場合は、
マスクの対応が必要だという研究結果があります。＊5

多くの場合、圧力設定変更やマスク変更などの対策方法があります。

※ラージリーク（量）＝マスクの呼気ポートからのリーク量×2倍
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